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【背 景】 TCPC (total cavopulmonary connection)に






ること.【対 象】 2008年 4月～2013年 1月の間東京
女子医科大学病院においてカテーテルアブレーションを
行った TCPC術後 6症例.【結 果】 基礎疾患は両大
血管右室始 3例, heterotaxy syndrome 3例. TCPCの方
法は extracardiac conduit 1例, intra atrial conduit 2例,
lateral tunnel 3例.頻拍の種類は心房頻拍 3例,心房粗動
2例,房室回帰性頻拍 1例.カテーテル時年齢は 12-30歳
(中央値 14歳), TCPCからカテーテルまでの年数は
5-23年 (中央値 11年). 心房へのアプローチは 4例で
Brockenbroughを施行,fenestration 1例,baffle leak 1例.
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いる LMS法を用いた.【結 果】 検査を行った 796名
から,喘息群 (190名) および検査が規定通りに行えな
かった症例 (32名),さらに BMI≧25(37名)の肥満群を
除いた 537名の検査結果から基準値をもとめた.呼吸抵
抗は,身長が高くなるにつれて低下していた.【結 論】
本邦小児における IOS法を用いた呼吸抵抗の基準値を
作成した.小児では,呼吸抵抗値の評価を行う場合,身長
を考慮した基準値を用いて判定する必要があると考えら
れる.
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